Learning from Experience of Beginner Therapists (3) "anxiety in initial period of therapy by 山口, 昂一 et al.
Title<論文>初学者の経験から考える心理療法の導入について(3) -初期不安-
Author(s)山口, 昂一; 高澤, 知子; 藤居, 尚子
Citation
京都大学大学院教育学研究科附属臨床教育実践研究セン
ター紀要 = The Annual Bulletin of Praxis and Research
















Learning from Experience of Beginner Therapists (3)  
"anxiety in initial period of therapy." 
 
YAMAGUCHI, Koichi; TAKAZAWA, Tomoko; FUJII, Naoko 
 
キーワード：初期不安、初学者、転移・逆転移、ナルシシズム、自分らしくあること 
Key Words：anxiety in initial period of therapy, beginner therapist, 












その 1、その 2 は心理療法一般について書かれているが、初期不安の理解と対応については拠って立
つ理論による違いが大きいように思われる。そのため本論文では精神分析的立場に焦点をしぼる。 
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i 松木（2005)は治療面接開始後 10 回ごろまでを開始期と呼び、その後の段階を展開期、終結期と呼んでいる。 
ii 臨床心理士資格取得後数年のセラピストを指す。 
iii Mitchell (1993/2008)では authenticity は「本物らしい確かさ」と訳されているが、本論文では文脈内での理解しやすさを重視して「自
分らしくあること」とした。 
iv 厳密にはこの記述は誤りである。なぜならこのような筆者の推測を記述することについて山口の了解を得る際、彼は筆者に回答を伝え
たからである。ただしここでその内容を明らかにはしない。 
